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成果の特徴
・腸内菌叢のフラボノイド代謝変換には個人差が存在し、腸内細菌がフラボノイド
を代謝変換してフラボノイドの機能性を高める場合がある。フラボノイドと

   腸内細菌を嫌気的に培養し、フラボイド代謝変換に関与する腸内細菌を見出した。
成果の内容

フラボノイド代謝変換に関与する腸内細菌の探索
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想定される用途
フラボノイド代謝変換に関与する腸内細菌は、フラボノイドの機能性を高めるプロバ
イオティクスとしての活用の可能性がある。

腸内細菌によるイソフラボンの代謝変換

－プロバイオティクスとしての可能性－

腸内細菌によるケルセチンの代謝変換

Bif. adolescentis 
Bif. breve 
Bif. catenulatum
Bif. pseudocatenulatum
Bacteroides ovatus
Bacterium sp.18は、
イソフラボングルコシド
をイソフラボンに変換す
る。

Bacterium sp.18は高効率でルチンのルチノシ
ドを加水分解し、ケルセチンに変換することが
できる。

Eubacterium 
limosumはイソラ
ムネチンのメチル基
を脱メチル化して、
ケルセチンに変換す
ることができる。

Eubacterium 
limosumはホルモ
ノネチンのメチル基
を脱メチル化して、
ダイゼインに変換す
ることができる。

Bif. adolescentis 
Bif. breve 
Bif. catenulatum
Bif. pseudocatenulatum
Bacteroides ovatus
Bacterium sp.18は、ケ
ルセチングルコシドをケ
ルセチンに変換する。
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フラボノイド配糖体を抗酸化活性のより強いアグリコンに変換可能な腸内細菌が存在した。
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